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鏡(atomic force microscopy: AFM)の導電性カンチレバーにより分域に電場を印加してその逆圧





(a) Electric field applied directly ll]














































Relative stiffness sv /kc
吾(KL)3(l･cosldcoshKL'- cosKLsinhKL -sinldcoshKL周波数方程式
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piz up;y direction ofapplied fleld
pi - PA COS(7T/4+50)
































































domain boundary in PFM
･･.････････.･ reg-on of frequency decrease


























a: radius of tip edge
Ferroelectric semi-　er : 100,1000
infinite body
(b)　　　probe　　　(C)
1/e 1 1/e 1
K. Matsuura, Y. Cho and H. Odagawa, Jpn. J. Appl. Phys. 40(5B), 3534 (2001)･
図3-4　探針直下における電場集中の計算結果
(a)解析に用いたモデル
































































































Es= (a) 0, (b) 0･3, (C) 0･7, (d) 1･O kV/cm
25
0.76厩≡コ4.96 (V)　　　0･38厩≡:コ4･32 (V)
0.40 - 4.64 (V)　　　0･42 a 5･06 (V)
図4-1抗電場付近におけるLPFM振幅像(2)
接触荷重190nN､印加電圧5kHz､ 4V





図4-2は図4･1と同位置においてEs - 5kV/cmで観察した(a)LPFM振幅像､ (C)UAFM共振周波
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された.図4-4はEs =5kV/cmにおける(a)LPFM振幅像､ (b)凹凸像､ (C)分域の面内分極方位を





































図4-7はEs -5kV/cmおよびEs -7kV/cmで得られた結果である. (a)､ (坤まLPFM振幅像､ (C)､

















図4-8はEs -7kV/cmおよびEs -10kV/cmで得られた結果である. (a)､ (b)はLPFM振幅像､ (C)､
(d)はUAFM共振周波数像である｡ Es -7kV/cmまでのUAFM観察では､分域境界付近で帯状領
域が観察された｡それに対し､ Es -10kV/cmでは､ (d)の領域Dで見られる分域内部での全体的な
共振周波数の低下､および領域Eで見られるLPFMで映像化された分域境界とは真なる位置で共
振周波数の低下が観察された｡
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